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室
町
期
に
お
け
る
対
外
関
係
に

つ
い
て
み
る
時
、
足
利
義
満
に
よ
る
日
明
交
渉
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
足
利
義
満
が
初
め
て
遣
明
使
を

派
遣

し
た
の
は
、
応
安
七
年

(
一
三
七
四
)
で
、
明
で
は
洪
武
七
年
に
あ
た
り
、
義
満
が
将
軍
に
就

い
て
か
ら
、
そ
し
て
明
で
は
洪
武
帝

が
即
位
し
て
か
ら
七
年
目
と
な
る
。

こ
の
足
利
義
満
と
洪
武
帝
は
、
と
も
に
対
外
交
渉
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
洪
武
帝
は
西
域
な
ど
に
積
極
的
に
遣

使
を
派
遣
し
、
ま

　　
　

た
日
本
に
も
遣
使
を
遣
わ
し
て
い
る
。

一
方
、
足
利
義
満
も
明
と

の
交
渉
に
積
極
的
で
あ

っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
明
交
渉
に
お
い
て
、
足
利
義
満
の
遣
明
使
に
注
目
す
る
と
、
日
本
の
遣
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
外
交
交
渉
に
活
躍
し
た
の
が
、

　　
　

五
山

の
禅
僧
達
で
あ
り
、
彼
ら
の
も

っ
た
優
れ
た
漢
文
作
成
能
力
や
、
交
渉
能
力
の
高
さ
な
ど
が
先
行
研
究
に
よ
り
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　　
　

　　
　

　
　
　

近
年
で
は
、
伊
藤
幸
司
氏
、
橋
本
雄
氏
、
榎
本
渉
氏
ら
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
視
点
か
ら
日
明
交
渉
、
日
明
貿
易
に
お
け
る
日

明
の
禅
僧

の
交
流
や
、
明
国
で
の
待
遇
、
貿
易
品
な
ど
、
禅
僧
等

の
動
向
に
注
視
し
た
日
明
双
方
の
対
外
関
係

の
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
る
。
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特

に
、
最
近

の
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
田
純

一
氏
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
日
明
交
渉
の
初
期
の
段
階

で
あ
る
足
利
義
満
に

よ
る
遣
明
使
、
義
満

の
対
外
交
渉
政
策
、
さ
ら
に
足
利
義
持
の
外
交
な
ど
に
つ
い
て
、
日
明
双
方

の
禅
宗
界
の
動
向
と
併
せ
て
見
る
こ
と

で
よ
り
明
確
に
な
る
点
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
。
上
田
氏
は
当
該
時
期
に
お
け
る
日
本
、明
、
そ
し
て
朝
鮮

の
禅
宗
界
の
動
き
、

ま
た
禅
僧
等
の
活
躍
を
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
日
本
の
対
外
交
政
策
に
お
け
る
室
町
幕
府

の
動
き
、
ま
た
そ
れ
と
密
接
に
関
係

す
る
禅
僧
等
の
動
向
、
役
割

の
重
要
性
が
よ
り

一
層
明
確
な
も
の
と
な

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
多
く
を
学
び

つ
つ
、
日
明
の
対
外
関
係
の
初
期
段
階
、
特
に

=
二
七
〇
年
代
に
お
け
る
文
化
的
な
交

流
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
時
代
を
区
切
る
の
は
、
日
明
双
方
に
関
わ
る
胡
惟
庸

・
林
賢

の
事
件

(洪
武

=
二
年

・
=
二
八
〇

年
頃
発
覚
)
を
契
機
と
し
て
、
国
交
の
あ
り
か
た
、
ま
た
中
国
の
禅
宗
界
に
お
い
て
変
化
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
事
件
の
後
に
、
日
明
の
関
係
が
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
明
の
仏
教
界
に
注
目
す
れ
ば
、
洪
武
十
五
年
に
僧
録
司
が
置
か
れ
る

　　
　

な
ど

の
統
轄
制
度
の
変
革
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
事
件
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
と
の
関
係
性
を
紐
解
く
上
で
重
要

で
あ
る
。
さ
ら
に

　　
　

中
国
禅
宗
界
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
門
派
勢
力
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
日
明
双
方

の
交
流
に
も
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。

そ

こ
で
、
本
報
告
で
は
、
こ
の
事
件
以
前

の
日
明
交
流
に
注
視
し
た
い
。
具
体
的
に
は
日
明
双
方

の
禅
僧
に
よ
る
交

流
の
実
態
や
、
多

く
の
日
本
僧
が
滞
在
し
た
南
京

の
天
界
寺
、
ま
た
当
該
時
期
の
天
界
寺
の
住
持
で
あ

っ
た
季
潭
宗
渤
と
日
本
僧
と
の
交

流
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た

い
。
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南
京
天
界
寺
住
持
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潭
宗
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霊
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一
、

天

界

寺
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入
明

し
た
日
本
か
ら
の
遣
使
等
が
接
待
さ
れ
た
場
所
に
、
南
京
の
天
界
寺
が
あ
る
。
天
界
寺
は
、
元
代
で
は
大
龍
翔
集
慶
寺

の
寺
名
を

も

っ
た
大
刹
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
、
洪
武
元
年
に

「大
天
界
寺
」
と
寺
号
が
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
善
世
院
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
禅
宗
寺

　む

院
の
、
ひ
い
て
は
仏
教
界
を
取
り
締
ま
る
最
高
寺
院

(寺
格
は
五
山
之
上
)
で
あ

っ
た
。

　
　
　

　
ね
　

天
界
寺
は
、
明

の
首
都
南
京
に
寺
格
に
相
応
し

い
寺
域
を
も

っ
た
寺
と
し
て
存
在
し
、
日
明
交
渉
の
窓
口
と
し
て
、
ま
た
蕃
使
や
蕃
客

　お
　

に
対
し
、事
前
に
朝
貢
に
関
す
る
儀
礼
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
う
場
所
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『太
祖
実
録
』
の
洪
武
七
年
六
月
乙
卯
条
で
は
、
「
〔乙
卯
〕
日
本
国
僧
宗
嶽
等
七
十

一
人
、
遊
方
至
京
、
上
諭
中
書
省
臣
日
、
海
外
之
人
、

慕
中
華
而
来
、
令
居
天
界
寺

(後
略
)」
と
あ

っ
て
、
日
本
か
ら
宗
嶽
と

い
う
僧
侶
を
は
じ
め
七
十

一
人
が
南
京
に
到
着
し
、
彼
ら
が
天

界
寺

に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
七
十

一
人
と

い
う
人
数
を
収
容
で
き
る
ほ
ど
天
界
寺

の
規
模
が
大
き

か
っ
た
こ
と
が
伺

わ
れ

る
。

二
、
季
潭
宗
渦

龍
翔
寺
が
天
界
寺
に
改
名
さ
れ
た
後
、
義
満

に
よ
る
第

一
回
目
の
遣
使
が
派
遣
さ
れ
る
頃
ま
で
の
天
界
寺

の
住
持

と
な

っ
て
い
た
の

は
、
覚
原
慧
曇
、
白
庵
力
金
、
そ
し
て
季
潭
宗
渤
で
あ
る
。
特
に
日
本
か
ら
の
遣
明
使
が
派
遣
さ
れ
た
洪
武
七
年
時
に
住
持
で
あ

っ
た
の
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は
季

潭
宗
渤
で
あ
る
。

こ

の
季
潭
宗
渤
は
、
龍
翔
寺
開
山
の
笑
隠
大
訴
の
法
嗣
で
、
洪
武
元
年

(
=
二
六
八
)
に
杭
州
中
天
竺
寺
に
住
し
、
そ
の
後
、
洪
武
四

　
れ
　

　め
　

年
に
住
持
に
就
い
た
白
庵
力
金
の
後
を
う
け
て
天
界
寺

の
住
持
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
西
域
に
遣
使
と
し
て
赴
く
な
ど
国
内
外
双
方
で
活

躍
し
た
禅
僧
で
あ

っ
た
。

季
潭
宗
渤

へ
参
禅
し
た
日
本
僧
と
し
て
は
、
絶
海
中
津
が
特
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
も
独
芳
清
曇
、
太
初
啓
原
、
無
初
徳
始
ら
な

　め
　

ど
が

い
る
。

こ
の
季
潭
宗
渤
が
、
天
界
寺
の
住
持
と
し
て
日
本
僧
等
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
洪
武

七
年

に
日
本
か
ら
明

へ
と
渡

っ
た
僧
侶
ら
の
う
ち
、
渡
海
中
に
、
ま
た
天
界
寺
ま
で
の
道
中
で
亡
く
な

っ
た
僧
等
の
た

め
に
対
霊
小
参
を

修
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。三

、
入
明
僧

の
た
め
の
対
霊
小
参

洪
武
七
年
に
天
界
寺
住
持
の
季
潭
宗
渤
が
日
本
僧
の
た
め
に
修
し
た
の
が

「日
本
比
丘
浄
業
請
為
亡
僧
周
寂
等
対
霊
小
参
」
で
あ
る
。

日
本
比
丘
浄
業
請
為
二
亡
僧
周
寂
等

一対
霊
小
参

道
無
二
方
所
一、
何
分
二
彼
此
之
殊
一、
法
離
二
見
聞
一、
寧
住
二去
来
之
相

一、
若
能
頓
二捨
従
前
逆
順
之
縁
一、
発
二起
勇
猛
精
進
之
心
一、

不
レ
顧
二
危
亡
一、
不
レ
悼
二
寒
暑

一、
行
脚
参
方
、
親
二
近
知
識
一、
究
二
明
此
事

一、
期
二
於
必
悟

一、
須
是
慷
慨
特
之
士
、
方
能
如
レ
是

猫
脱
超
群
、
慈
明
易
服
二
軍
伍

一往
参
二
沿
陽

一、
先
行
不
レ
到
、
雪
峰
三
登
二
投
子

一、
九
到
二
洞
山

一、
末
後
太
過
、
所
以
道
、
四
海
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共

二
参

尋

一
、

十

方

同

二
聚

会

一、

路

逢

二
達

道

人

一
、

不

下
将

二
語

黙

一対

上
、
今

日

本

国

諸

比

丘

周

寂

等

十

人

、

践

二
渉

鯨

海

一
、

触

二
冒

酷

暑

一
、
遠

自

二
其

国

一来

レ
此

参

禅

、

道

途

辛

苦

因
致

レ
艶

、

可

レ
謂
為

レ
法

忘

レ
躯

、

但

其

不

レ
得

下
親

二
近

知

識

一
参

中
叩

此
事

上
、

有

レ

志

弗

レ
就

、
良

可

レ
惜

也

、
然

而

於

レ
身

無

レ
所

レ
取

、
於

レ
修

無

レ
所

レ
著

、
於

レ
法

無

レ
所

レ
住

、
過

去

已

滅

、
未

来

未

レ
至

、
現

在

空

寂

、

当

二
此

之

際

一
、

以

レ
何

為

レ
身

、

以

レ
何

為

レ
心

、

以

レ
何

為

レ
佛

、

以

レ
何

為

レ
祖

、

以

レ
何

為

レ
禅

、

以

レ
何

為

レ
道

、

拮

二
主

丈

一、

卓

一
下

云

、

千

古

万
古

黒

漫

々
、

填

レ
溝

塞

レ
墾

無

二
人
会

一
、

復

説

レ
偶

日

、

善

哉

諸

比

丘

、
為

レ
法

共
忘

レ
寿

、

鯨

波

既

不

レ
驚

、
酷

暑
復

何

有

、

眞

参

無

レ
所

レ
参

、

眞

叩

無

レ
所

レ
叩

、

弥

勒

棲

閣

前

、

文

殊

是

初

友

、

心

々
自

融

通

、
法

々
速

成

就

、
無

レ
生

亦

無

レ
滅

、
非

レ
浄

亦

非

レ
垢

、

設

参

用

資

厳

、
慮

時

柳

納

レ
祐

、

一
句

恰

相

当

、

三

々
不

レ
成

レ
九

、

亡

僧

十

人

周

寂

・
正

肇

・
至

道

三
人

、
到

二
天

界

一
亡

、

用

恰

・
一
桂

・
善

資

三
人

、
海

舟

中
亡

、
良

穂

・
建

葦

二
人

、

明

州

正

慶

寺

亡

、
明

輔

、

明

州

天
寧

寺

亡

、
浄

見

、

越

州

舟

中

亡

、

因

二
業

上

主

請

一
、
書

二
小

参

一、

　　
　

洪
武
七
季
七
月
十
有

一
日

天
界
住
山

宗
渤
書

こ
の
対
霊
小
参
に
つ
い
て
、
玉
村
氏
は
、
「比
丘
浄
業
」
が
中
巌
円
月
の
法
嗣

の
子
建
浄
業
と

い
う
禅
僧
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

ま
た
亡
僧
十
人

の
経
歴
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
う
ち
の
浄
見
に
つ
い
て
は
、
子
建
浄
業
と
同
様
に
中
巌
円
月
の
弟
子
で
あ
る
こ
と

　
お
　

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
子
建
浄
業
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
村
井
氏
は
、
彼

の
入
明
時
期
を
検
討
し
、
応
安
六
年

(
=
二
七
三
)
時
に
は

日
本

に
お
り
、
入
明
は
そ
れ
以
後
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
子
建
浄
業
は
ま
さ
に
義
満

の
最
初
の
遣
明
使
で
あ
る

「浄
業
」
そ
の
人
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　む
　

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。

先

の
対
霊
小
参
と
の
確
認
の
た
め
に
、
『太
祖
実
録
』
洪
武
七
年
六
月
乙
未
条
を
み
る
と
、
「
〔乙
未
〕
日
本
国
遣
僧
宣
聞
渓

・
浄
業

・

喜
春
等
来
朝
、」
と
あ
り
、
日
本
国
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
の
は
、
聞
渓
円
宣
、
子
建
浄
業
、
喜
春
ら
の

一
行
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

対
霊
小
参
を
み
て
み
る
と
、
題
に
あ
る
よ
う
に
、
子
建
浄
業
が
天
界
寺
住
持
で
あ
る
季
潭
宗
渤
に
依
頼
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
渡
海

中
、
ま
た
道
中
で
亡
く
な

っ
た
十
名
の
僧
ら
の
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
依
頼
し
た
子
建

浄
業

が
遣
明
使
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
た
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
先
行
研
究

の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
遣
明
使
に
同
道
し
た
僧
等

で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
季
潭
宗
渤
が
文
中
に
記
し
て
い
る

「遠
自
其
国
来
此
参
禅
」
の
文
言
は
看
過
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『太
祖
実
録
』

の
記
述
か
ら
は
彼
ら
の
居
所
が
ど
こ
で
あ

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
後

の
動
向

に
つ
い
て
の
詳
細
は
知

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
天
界
寺
の
も

つ
役
割
、
ま
た
季
潭
宗
渤
が
記
し
た
対
霊
小
参
か
ら
、
日

本
僧

ら
が
天
界
寺

に
居
た
こ
と
や
、
渡
海
僧
に
対
し
て
も
葬
礼
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
聞
渓
円
宣
、
子
建
浄
業
、
喜
春
ら
は
、
遣
明
使
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
正
式
な
外
交

交
渉
に
は
至
ら
な

か

っ
た
が
、
禅
僧
と
し
て
参
禅
の
た
め
に
入
明
し
た
と
い
う
こ
と
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
側
の
外
交
交

渉
の
窓
口
と
し
て

の
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
は
い
え
、
五
山
之
上
の
寺
格
で
あ
る
天
界
寺
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
そ
の
住
持
た
る
季
潭
宗
渤
と
の
面
会
、

そ
れ
に
加
え

て
、
亡
僧

へ
の
仏
事
が
行
わ
れ
、
季
潭
宗
渤
に
よ

っ
て
対
霊
小
参
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
明
の
文
化
交
流
の
点
で
非
常

に
重

要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。



第
二
章

季
潭
宗
渤
と
大
応
派

一
、
洪
武
八
年
の
季
潭
宗
渤
詩
文
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ふ
　

季

潭
宗
渤
は
、
詩
文
の
才
に
長
け
た
禅
僧
で
あ
り
、
日
本
か
ら
の
参
禅
の
僧
も
多
く
お
り
、
彼
の
詩
文
を
贈
ら
れ
て
い
る
日
本
僧
も
散

見
す
る
。

先

に
見
た

「日
本
比
丘
浄
業
請
為
亡
僧
周
寂
等
対
霊
小
参
」
は
、
季
潭
宗
渤
に
よ
り
書
さ
れ
て
お
り
、
洪
武
七
年

(応
安
七
年

・
一
三

七
四
年
)
七
月
の
日
付
を
も

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
か
ら
の
参
禅
の
徒
で
も
あ
り
、
な
お
か
つ
遣
明
使
で
あ

っ
た
禅
僧
た
ち

へ
の
小

参
と

い
う
、
二
つ
の
側
面
か
ら
重
要
と
な
る
詩
文
と

い
え
る
。

こ

の
小
参
に
加
え
て
、
当
該
年
頃
に
季
潭
宗
渤
が
日
本
僧

へ
贈

っ
た
書
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の

一
つ

　れ
　

は
、
伊
藤
幸
司
氏
が
紹
介
、
指
摘
さ
れ
た
独
芳
清
曇
の
た
め
の
賛
文

で
あ
る
。

　お
　

独
芳
清
曇
は
豊
後
の
人
で
、
大
鑑
派
に
属
す
る
。
入
元
経
験
を
も
ち
、
用
章
廷
俊
や
季
潭
宗
渤
な
ど
に
歴
参
し
た
禅
僧
で
あ
る
。
こ
の

独
芳
清
曇

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
賛
文
と
は
、
独
芳
清
曇

の
頂
相
に
付
さ
れ
た
賛
文
の
こ
と
で
あ
る
。

そ

の
中
で
、
日
付
が
洪
武
入
年

(永
和
元
年

・
=
二
七
五
)
四
月
朔
日
で
あ
る
こ
と
、
「
天
界
全
室
嬰
宗
渤
」
が
書

し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
独
芳
の
弟
子
霊
畠
の
依
頼
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
に
も
み
た
洪
武
七
年
に
入
明
し
た
遣

明
使

ら

一
行
と

の
関
連
性
、
そ
し
て
遣
明
使
の
南
京
滞
在
期
間
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
賛
文
の
日
付
に
あ
る
洪
武

入
年
四
月
で
あ
る

　お
　

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
遣
明
使
の

一
行
の
規
模
、
同
行
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
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二
、
南
浦
紹
明
語
録
の
叙
文

こ

の
指

摘

を

ふ
ま

え

つ

つ
、

あ

る
。

今
ひ
と
つ
当
該
時
期
の
季
潭
宗
渤
の
日
本
僧

へ
の
書
で
注
目
し
た
い
の
が
、
南
浦
紹
明

の
語
録
の
序
文
で

日
本
国
建
長
寺
明
禅
師
語
録
叙

吾
仏
、
以
二
教
外
別
伝
之
旨

一、
付
二
大
迦
葉

一、
廿
八
伝
至
二
菩
提
達
磨

一、
当
二
梁
武
帝
時

一裸
二
中
国

一、
以
二
無

上
心
印
一、
授
二
可

大
師

一、
而
中
国
始
有
二
禅
宗

一、
自
レ後
派
別
支
分
弥
布
二
華
夏

一、
唐
宋
之
間
号
為
二
極
盛

一、
日
本
国
遠
在
二
大
海
之
東

一、
錐
三
自
レ

唐
以
棟
若
二
空
海

・
最
澄

・
喬
然

・
寂
照
之
流

一、
但
穣
二
中
国
一伝
二
教
乗

一而
已
、
至
二
宋
南
度

一千
光
禅
師
栄
西
者
、
棟
参
二
天
童

虚
巷
傲
公
一、
得
二
禅
学

一以
帰
、
日
本
之
有
二
禅
宗

一、
則
自
二
西
公

一始
、
而
覚
阿
棟
参
二
霊
隠
膳
堂
遠
公

一、
妙

悟
心
要
、
亦
言
彼

国
未
レ有
二
禅
学

一、
由
レ
是
而
言
、
則
西
与
阿
、
蓋
同
時
云
、
厭
学
レ
禅
自
二
中
国

一而
帰
者
、
不
レ
可
二
勝
計

一、
至
レ今
彼
国
禅
宗
大
盛
、

凡
叢
林
典
礼
、

一
放
二
中
国
之
制

一、
菰
読
二
建
長
寺
円
通
大
応
国
師
明
公
語
録

一信
然
、
公
得
二
径
山
虚
堂
愚
公
之
道

一、
帰
二
化
其

国

一、
四
遷
二
名
刹

一、
大
敷
二
玄
旨

一、
学
徒
駐
集
、
而
王
公
貴
人
入
室
間
道
者
甚
衆
、
蓋
其
履
二
践
真
実

一、
開
二
示
学
者
之
語

一簡

古
厳
整
、
無
二
毫
髪
虚
偽

一、
真

一
代
宗
師
也
、
嵯
乎
中
国
之
於
二
日
本

一、
同
在
二
閻
浮
提
之
内

一、
同

一
天
地
、
同

一
日
月
、
錐
レ

有
二
山
海
之
限

一、
而
人
物
性
情
、
与
レ
夫
所
レ
得
二
道
徳
之
酪

一、
其
有
二
不
同
者

一乎
、
観
二
公
之
言
行

一卓
異
如

レ
此
、
古
人
所
謂
何

地
無
二
才
良

一有
レ
徴
ム矢
、
三
復
二
感
歎

一、
乃
叙
二其
録
之
首

一、

洪
武
八
年
倉
龍
乙
卯
五
月
十
有
九
日
戊
寅



　ぬ
　

天
界
善
世
禅
寺
住
持
天
台
釈
宗
渤
叙
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「
日
本
国
建
長
寺
明
禅
師
」
と
は
、
南
浦
紹
明

(大
応
国
師
)
の
事
で
あ
る
。
南
浦
紹
明
は
駿
河
国
の
人
で
、
建
長
寺
で
蘭
渓
道
隆
に

師
事

し
た
後
、
正
元
元
年

(
=

一五
九
)
に
入
宋
し
て
お
り
、
そ
こ
で
虚
堂
智
愚
に
師
事
し
た
。
文
永
四
年

(
一
二
六
七
)
に
帰
国
し
、

文
永
七
年

(
一
二
七
〇
)
に
筑
前

の
興
徳
寺
に
住
持
し
、
文
永
九
年

(
一
二
七
二
)
に
筑
前
の
崇
福
寺
に
住
持
し
た
。
建
長
寺

の
住
持
と

(お
)

(
%
)

な

っ
た
の
は
徳
治
二
年

(
一
三
〇
七
)
で
あ
る
。
在
宋
中
の
南
浦
紹
明
に
関
し
て
、
虚
堂
智
愚
に
師
事
し
た
こ
と
、
動
向

の
詳
細
に
つ
い

　　
　

て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ

の
南
浦
紹
明
語
録
序
文
の
末
に
は

「洪
武
八
年
倉
龍
乙
卯
五
月
十
有
九
日
戊
寅
」
の
日
付
と

「天
界
善
世
禅
寺
住
持
天
台
釈
宗
渤
叙
」

の
署
名
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

日
付
は
、独
芳
清
曇
の
頂
相

の
賛
文

の
日
付
よ
り

一
ヶ
月
ほ
ど
後
の
も
の
で
、天
界
寺
住
持
季
潭
宗
渤

の
作
成

で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て

「菰
読
建
長
寺
円
通
大
応
国
師
明
公
語
録
」
と
あ
り
、
季
潭
宗
渤
が
南
浦
紹
明
の
語
録
を
読
ん
だ
う
え

で
序
文
を
記
し
た
事
が
記

さ
れ

て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な

い
。

南
浦
紹
明
の
語
録
に
つ
い
て
は
、
侍
者

の
祖
照
等
が
編
集
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
応
安
五
年

(
=
二
七
二
)
十
二
月

に
、
当
時
京
都

の

　お
　

龍
翔
ぎ
住
持
と
な

っ
て
い
た
滅
宗
宗
興
等
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『大
応
国
師
語
録
』

の
末
に
は
そ
の
刊
行
に
携
わ

っ
た
僧
等
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、

時
応
安
五
年
歳
次
壬
子
冬
十
二
月
十
五
日
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西
京
龍
翔
禅
寺
住
持
法
孫
比
丘
宗
興
命
工
入
梓

前
妙
興
禅
寺
住
持
法
孫
比
丘
性
守
助
縁

前
真
如
禅
寺
住
持
法
孫
比
丘
宗
任
同
助

築
州
聖
福
禅
寺
住
持
法
孫
比
丘
宗
越
同
助

　お
　

前
崇
福
禅
寺
住
持
法
孫
比
丘
宗
藻
同
助

と
あ
り
、
何
れ
も
南
浦
紹
明

の
法
孫
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に

「宗
興
」
は
滅
宗
宗
興
で
、
応
安
五
年
時
に
は
十

一
月
に
東
福
寺

　　
　

に
て
前
堂
首
座
を
三
日
の
間
つ
と
め
、
そ
の
後
、
筑
前
の
聖
福
寺

の
住
持
に
請
わ
れ
る
も
辞
し
て
、
山
城
の
龍
翔
寺
に
住
し
て
い
る
の
で
、

　
み
　

　お
　

　お
　

ま
さ

に
そ
の
時
に
師
で
あ
る
南
浦
紹
明

の
語
録

の
刊
行
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
用
宗
任
、
象
外
宗
越
、
玉
林
宗
聚
と
い
っ
た
南

浦
紹
明
の
法
孫
ら
の
協
力
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

南
浦
紹
明
の
語
録
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
季
潭
宗
渤
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
、
ま
た
序
文
が
書
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

の
か
、
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
応
安
五
年
の
日
付
を
も

っ
た
語
録
を
彼
が
見
た
可
能
性
は
、
全
く

無
い
と
は
い
え
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
際
、
こ
の
語
録
を
持
参
し
て
入
明
で
き
る
の
は
、
お
そ
ら
く
南
浦
紹
明
の
法
孫
た
ち
、
つ
ま

り
大
応
派
僧
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。

ま
た
、
南
浦
紹
明
ら
と
季
潭
宗
渤
の
門
派
に
注
目
す
る
と
、
季
潭
宗
渤
は
大
慧
派
で
あ
り
、
大
応
派
は
松
源
派
に
つ
な
が
る
法
系
で
あ

る
。
南
浦
紹
明
が
虚
堂
智
愚
の
法
嗣
で
あ
り
、
松
源
派
に
連
な
る
門
派
で
あ
り
な
が
ら
、
大
慧
派
に
連
な
る
季
潭
宗
渤

が
序
文
を
記
し
て

い
る

こ
と
は
看
過
で
き
な

い
点
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。



三
、
入
元
、
入
明
の
大
応
派
僧
と
大
慧
派
と
の
関
係
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が
　

季
潭
宗
渤
が
南
浦
紹
明
の
語
録
に
書
し
た
叙
文
と
と
も
に
注
目
し
た

い
の
が
、
『円
通
大
応
国
師
塔
銘
』
で
あ
る
。

こ
れ
を
撰
し
た
の

は

「杭
州
路
中
天
竺
天
暦
万
寿
永
酢
禅
寺
住
持
廷
俊
」

つ
ま
り
明
僧

の
用
章
廷
俊
で
あ
る
。

用
章
廷
俊
に
よ
る
塔
銘
が
書
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
事
情
が
あ

っ
た
。
南
浦
紹
明
の
法
嗣
の
月
堂
宗
規
が
撰
し
た
南

浦
紹

明
の

「行
状
」
を
月
堂
宗
規
法
嗣
の
無
我
省
吾
が
持
参
し
て
入
元
し
、
至
正
二
十
五
年

(
=
二
六
五
)
に
中
天
竺
寺
住
持

の
用
章
廷

　
お
　

俊
に
塔
銘
を
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　め
　

用
章
廷
俊

(
=

一九
九
～

=
二
六
八
)
は
、
大
慧
派
笑
隠
大
訴

の
法
嗣
で
あ
る
の
で
、
季
潭
宗
渤
と
は
兄
弟
弟
子
で
あ
る
。

ま
た
、
入
元
し
た
無
我
省
吾
は
、
月
堂
宗
規
の
法
嗣
で
あ
る
。
は
じ
め
南
浦
紹
明
の
法
嗣
で
あ
る
宗
峰
妙
超

(大
燈

国
師
)
の
も
と
に

　
　
　

参
じ
た
後
、
龍
翔
寺

に
住
し
て
い
た
月
堂
宗
規
に
参
じ
て
い
る
。
無
我
省
吾
は
二
度
の
入
元
経
験
を
も
ち
、
二
度
目
に
入
元
し
た
際
に
は

帰
国
す
る
こ
と
な
く
、
明
国
で
入
滅
し
て
い
る
。

　お
　

無

我
の

一
度
目
の
入
元
は
、
貞
和
四
年

(
=
二
四
八
)
春
で
、
『延
宝
伝
燈
録
』
な
ど

の
記
述
を
み
る
と
、
承
天
寺

の
仲
銘
克
新
、
浄

慈
寺

の
用
章
廷
俊
、
霊
隠
寺

の
用
貞
輔
良
、
見
心
來
復
に
参
じ
、
さ
ら
に
、
楚
石
梵
埼
、
了
庵
清
欲
、
月
江
正
印
に
参

じ
、
径
山
で
虚
堂

　お
　

智
愚

の
塔
を
拝
し
て
い
る
。
帰
国
の
際
に
は
楚
石
梵
埼
と
季
潭
宗
渤
か
ら
詩
を
お
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
無
我
が
歴
参
し
た
禅
僧
等
の
門
派
で
あ
る
。
仲
銘
克
新
、
用
章
廷
俊
、
用
貞
輔
良
、
楚
石
梵
埼
は
大
慧
派

　れ
　

で
、
見
心
來
復
、
庵
清
欲
、
月
江
正
印
は
松
源
派
で
あ
る
。

無
我
省
吾
は
宗
峰
妙
超
に
参
じ
、
月
堂
宗
規
の
法
嗣
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
大
応
派
の
僧
で
あ
る
。
こ
の
大
応
派
は
、
派
祖
で
あ
る
南

浦
紹
明
が
虚
堂
智
愚
の
法
嗣
で
あ
り
、
そ
の
虚
堂
智
愚
が
松
源
派
祖
の
松
源
崇
岳

の
法
嗣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
源
派

に
連
な
る
門
派
に
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属
す

る
こ
と
に
な
る
。

留

学
僧

の
歴
参
に
お
い
て
は
、
門
派
の
別
に
よ
ら
ず
、
多
く
高
僧
ら
に
参
禅
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
の
で
、
松
源
派
大
応
派
の
無
我
省

吾
が
、
大
慧
派
の
禅
僧
に
参
禅
す
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
季
潭
宗
渤
な
ど
は

「詩
文

の
大
家
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
詩
文
に
長

　む
　

け
た
禅
僧
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
の
禅
僧
達
の
も
と

へ
日
本
僧
ら
が
歴
参
し
、
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
門
派
の
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
禅
僧
達
に
よ
る
文
化
交
流
が
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
の
中
で
、
大
応
派
の
僧
等
が
、
彼

ら
が
連
な
る
松
源
派
の
僧
は
も
ち
ろ
ん
、
大
慧
派
の
僧
等

へ
も
歴
参
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
浦
紹
明
の
塔
銘
や
語
録
序
文
を
大
慧
派
僧

の
用
章
廷
俊
や
季
潭
宗
渤
に
依
頼
し
た
背
景
に
、
大
応
派
と
大
慧
派
の
密
接
な
関
係
性
が
見
え

て
く
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

洪
武
七
年
の
入
明
僧
た
ち

こ
れ
ま
で
、
洪
武
七
年
、
洪
武
入
年
の
時
期
に
、
南
京
天
界
寺

の
住
持
で
あ
る
季
潭
宗
渦
が
日
本
僧
に
対
し
て
作
成
し
た
詩
文
、
賛
文

に
注
目
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
京
の
天
界
寺
に
お
い
て
入
明
僧
ら
に
対
す
る
葬
礼
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
住
持
た
る
季
潭
宗
渤

に
よ

っ
て
対
霊
小
参
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
僧
達
が
非
常
に
丁
寧
な
待
遇
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

特

に
こ
の
対
霊
小
参
に
つ
い
て
は
、
洪
武
七
年

(
=
二
七
四
)
に
室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
満
に
よ
る
最
初
の
遣
明
使

の
派
遣
と
時
期
を

同
じ
く
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
遣
明
使
の

一
人
で
あ
る
子
建
浄
業

の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初

の
遣
明
使

の

一
行

の
構

成
員
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
自
体
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

だ

が
、
こ
の
洪
武
七
年
頃
に
み
ら
れ
る
日
本
か
ら
の
入
明
僧
た
ち
の
多
く
を
、
全
て
遣
明
船
に
乗
船
し
て
渡
海
し
た
と
考
え
る
必
要
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
洪
武
七
年
頃
に
お
け
る
入
明
僧
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
を
遣
明
船
に
て
入
明

し
た
と
捉
え
る
考
え



方
と
、
遣
明
船
で
の
入
明
の
ほ
か
に
、
そ
れ
と
は
別
の
方
法
で
入
明
し
た
僧
達
が
い
た
と
捉
え
る
考
え
方
に
大
き
く
二
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
は
後
者
の
考
え
方
、
つ
ま
り
遣
明
船
と
は
別
に
入
明
し
た

一
行
が
い
た

で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。改

め
て

『太
祖
実
録
』
洪
武
七
年
六
月
に
お
け
る
、
日
本
か
ら
の
僧
達
が
入
明
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
箇
所
を
あ
げ

て
み
よ
う
。

〔乙
未
〕
日
本
国
遣
僧
宣
聞
渓

・
浄
業

・
喜
春
等
来
朝
、

(中
略
)
是
時
、
其
臣
有
二
志
布
志
島
津
越
後
守
臣
氏
久

「、
亦
遣
二僧
道

幸
等

一、
進
二
表
貢
馬
及
茶
布
刀
扇
等
物

一、
上
以
氏
久
等
、
無
二
本
国
之
命

一、
而
私
入
貢
、
傍
命
却
レ
之
、
而
賜
二
道
幸
等
文
綺
紗

羅
各

一
匹
一、
(中
略
)
先
是
、
上
賜
二
日
本
高
宮
山
報
恩
禅
寺
僧
霊
枢
袈
裟
一、
至
レ是
、
霊
枢
亦
遣
二其
徒
霊
照

一謝
恩
、
貢
二
馬

一

匹
一、
詔
賜
二
霊
枢
衣
履
及
文
綺
吊
各
二
匹
、
霊
照
銭

一
万
文
綺
吊
各

一
匹
僧
衣

一
襲

「、
遣
還
、
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〔乙
卯
〕
日
本
国
僧
宗
嶽
等
七
十

一
人
、

　れ
　

人

賜

二
布

一
匹

「
為

二
僧

衣

「
、

遊

方

至

レ
京

、

上

論

中

書

省

臣

日

、
海

外

之

人

、

慕

二
中
華

一而

来

、
令

レ
居

二
天

界

寺

一
、

洪
武
七
年
六
月
乙
未
朔
条
で
は
、
日
本
か
ら
の
入
明
し
た
僧
達
の
名
が
い
く

つ
か
散
見
す
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
見
ら
れ
る
の
は
、
宣
聞

渓

(聞
渓
円
宣
)
、
浄
業

(子
建
浄
業
)
、
喜
春
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
遣
明
使
と
し
て
の
来
朝

で
あ
り
、
対
霊
小
参
の
記
述
と
併
せ
て
遣
明
使

の

一
行
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
彼
ら

一
行
が
ど
こ
に
居
し
て
い
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
対
霊
小
参
か
ら
少
な
く
と
も
翌
七
月
に
は
南
京
天
界
寺
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次

に
み
ら
れ
る
の
が
、
島
津
氏
久
か
ら
僧
道
幸
等
が
遣
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は

「私
入
貢
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
日
本

の
報
恩
禅
寺
僧
霊
枢
に
よ

っ
て
霊
照
が
遣
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
霊
枢
が
袈
裟
を
賜

っ
た
御
礼
と
し
て
の
入
明
で
あ

っ
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た
。

こ
の
日
の
記
述
に
記
さ
れ
て
い
る
日
本
か
ら
の
入
明
僧
は
、
大
き
く
は
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
記
述
か

ら
、

日
本
国
遣
使
で
あ
る
の
は
、
は
じ
め
に
名
が
出

て
く
る
聞
渓
円
宣
ら
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
二
〇
日
後
に
あ
た
る
乙
卯
条
で
は
、
日
本
国
僧
宗
嶽
等
七
十

一
名
が
南
京
に
至
り
、
天
界
寺
に
居
す

こ
と
と
な

っ
た
。

い
っ
た
い
こ
の
宗
嶽
等
は
ど
の
よ
う
な

一
行
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
太
祖
実
録
』
洪
武
七
年
六
月
の
乙
未
条
と
乙
卯
条
に
見
ら
れ
る
入
明
し
た
僧
等
で
、
特
に
乙
卯
条
に
み
ら
れ
る
宗

嶽
等
七
十

一
人
の

僧
達

に
つ
い
て
の
見
解
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
乙
卯
条
に
あ
る

「
日
本
国
僧
宗
嶽
等
七
十

一
人
」
が
乙
未
条
に
見
ら
れ
る
聞
渓
円
宣
ら
遣
明
使
ら
と
と
も

に
遣
明
船
に
同
船

　も
　

し
、
天
界
寺
に
入

っ
た

一
行
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

　ぢ

そ
れ
と
は
別

の
見
解
で
は
、
宗
嶽
ら
は
聞
渓
ら
遣
明
使
と
は
別
に
入
明
し
た

一
行
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

確

か
に
、
前
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
遣
明
使
も
宗
嶽
等
も
同
時
期
に
天
界
寺
に
留
ま

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
を
必
ず
し
も

同
じ

一
行
と
し
て
み
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の

『太
祖
実
録
』
洪
武
七
年
六
月
に
あ
る
記
述
に
お

い
て
注
目
で
き
る
点
は
、
遣
明
使
ら
と
宗
嶽
等

の
入
京
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
日
付
に
開
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
遣
使
ら
の
こ
と
は

「乙
未
」
に
記
さ
れ
、
宗
嶽
等
は

「
乙
卯
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
間
二
〇
日
程

の
差
が
あ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

ま
た
、
記
述
に
お
い
て
も
、
聞
渓
円
宣
ら
は

「日
本
国
遣
僧
」
と
あ
り
、
日
本
国
の
使

い
と
し
て
の
役
割
を
も

っ
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と

が
明
確
で
あ
る
。
そ
の

一
方

で
、
宗
嶽
ら
は

「日
本
国
僧
」
で

「遊
方
至
京
」
と
あ
り
、
宗
嶽
等
は
日
本
国
か
ら
の
僧

侶
で
、
参
禅
を
目

的
に
南
京
に
至

っ
た
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
遣
使
と
し
て
入
京
し
た
僧
侶
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
宗
嶽
等
を
必
ず
し
も
遣
明
船
に
乗
船
し
た

一
行
と
し
て
捉
え
る
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と

考
え

る
。
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ま
た
、
天
界
寺
が
首
都
南
京
に
お
け
る
対
外
交
渉
の
際
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
た
禅
宗
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
指

摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
異
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
が
、
そ
の

一
方
で
、
対
霊
小
参
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本

か
ら

「参
禅
」
の

た
め
に
入
明
し
た
僧
等

の
葬
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

対
霊
小
参
を
依
頼
し
た
子
建
浄
業
は
遣
明
使
の

一
員
で
は
あ

っ
た
が
、
天
界
寺
住
持
季
潭
宗
渤
の
門
流
と
同
じ
禅
僧

で
あ

っ
た
し
、
ま

た
、
葬
礼
を
す
る
際
に
お
い
て
も
、
季
潭
宗
渤

の
書
か
ら
は
、
遣
明
使
僧
と
し
て
で
は
な
く
、
「参
禅
」
の
僧
達
に
対
す
る
葬
礼
で
あ
る

こ
と

が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
天
界
寺
は
、
参
禅

の
徒
に
対
し
て
の
接
待
と
い
う
、
本
来
の
禅
寺
と
し
て
の

一

面
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
宗
嶽
等
は
ま
さ
に

「慕
中
華
而
来
」
僧
達
で
あ
り
、
や
は
り
遣
明
使
と
い
う
意
味
合

い
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な

い
。
だ
と
え
遣
明
使
で
な
く
と
も
、南
京
に
到
着
し
た
入
明
僧
た
ち
は
、対
外
交
渉

の
拠
点
に
な

っ
た
天
界
寺
に
留
め
ら

れ
る
こ
と
と
な

っ

た
か
ら
、
彼
ら
の
中
に
は
、
天
界
寺
に
お
い
て
、
季
潭
宗
渤
や
そ
こ
に
留
ま

っ
て
参
禅
修
行
す
る
日
本
の
留
学
僧
ら
と
、
面
会
す
る
こ
と

を
目
的
に
入
明
し
た
僧
等
が
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
改
め
て

「宗
嶽
」
を
は
じ
め
と
す
る
七
十

一
人
の
日
本
僧
た
ち
は
ど
う

い
っ
た

一
行
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
を
知
る
こ

と
は

で
き
な
い
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
あ
げ
た
い
の
は
、
先
に
み
た
南
浦
紹
明
の
語
録
序
文
と
の
関
係
性
で
あ
る
。

伊
藤
氏
は
、
独
芳
清
曇
の
頂
相
の
賛
文
に
つ
い
て
、
独
芳
法
嗣
の
霊
呂
の
依
頼
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
霊
呂
が
遣
明
使
の

一
行
と
乗

　
あ
　

船
し

て
入
明
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
賛
文

の

一
ヶ
月
後
の
日
付
で
書
さ
れ
た
季
潭
宗
渤
に
よ
る
南
浦
紹
明

の
序
文
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

誰

が
南
浦
紹
明
の
語
録
を
持
参
し
、
季
潭
宗
渤
に
序
文
作
成
を
依
頼
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
あ
げ
た
洪
武
七
年
六
月
乙
卯

に
記
さ
れ
た
、
「宗
嶽
」
ら

一
行
に
よ

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
測
し
た
い
。

「宗
嶽
」
が
誰
で
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
出
来
な

い
が
、
「宗
」
の
字
を
も

つ
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
系
字
を
多
く
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お
　

持

つ
大
応
派
の
僧
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
応
派
僧
ら
が
入
元
、
入
明
し
た
際
に
、
大
慧
派
の
僧
に
も
歴
参
し
た
者
達
が
多
く

お
り
、
そ
の
中
に

は
、
こ
の
洪
武
七
年
、
八
年
頃
に
ま
さ
に
天
界
寺
住
持
と
な

っ
て
い
る
季
潭
宗
渤
に
参
禅
経
験
を
も

つ
者
達
が
い
た
こ
と
は
無
視
し
え
な

い
だ

ろ
う
。

季
潭
宗
渤
か
ら
序
文
を
作
成
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
、
ま
た
塔
銘
を
撰
し
た
の
が
、
季
潭
宗
渤
と
は
兄
弟
弟
子
た
る
用
章
廷
俊
で
あ

っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
に
考
え

て
み
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

日
明
交
流
の
初
期
に
お
い
て
は
、
義
満
が
初
め
て
送
り
出
し
た
遣
明
使
等
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
多
く
の
参
禅

の
徒
が
渡
海

し
て
お
り
、
諸
寺
院
を
歴
参
し
、
ま
た
天
界
寺
や
そ
の
住
持
季
潭
宗
渤
と
の
面
会
を
目
指
し
て
、

い
ま
だ
自
由
に
交
流
を
行
う
こ
と
が
出

来
て

い
た
時
期
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

日
本
禅
僧
と
明
の
禅
僧
ら
に
よ
る
交
流
の

一
端
を
見
て
み
た
。

=
二
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
そ
れ
は
比
較
的
自
由
で
活
発
で
あ

っ
た
と

い
え

る
。

洪

武
七
年

(
=
二
七
四
)
の
足
利
義
満
の
第

一
回
目
の
遣
明
使
派
遣
は
、
国
書
を
も

っ
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
、
受

け
容
れ
ら
れ
る
こ

と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
遣
明
使
と
し
て
乗
船
し
た
禅
僧
等
が
、
当
時
天
界
寺
の
住
持
季
潭
宗
渤
に
対
霊
小
参
を
修

し
て
も
ら

っ
て
い

る
点

か
ら
は
、
日
本
の
禅
僧
ら
に
対
す
る
季
潭
宗
渤
の
心
配
り
が
読
み
取
れ
る
と
同
時
に
、
遣
明
使
と
し
て
入
明
し
た
日
本
僧
等
が
、
参

禅

の
徒
と
し
て
天
界
寺

で
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
側
面
が
伺
え
る
。
そ
こ
か
ら
は
禅
僧
と
し
て
の
彼
ら
に
よ
る
交
流
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い

え
る
。
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ま
た
、
季
潭
宗
渤
に
参
禅
し
た
日
本
の
禅
僧
等
が
、
彼
ら
の
師
な
ど
の
語
録
や
頂
相

へ
の
詩
文
作
成
を
求
め
、
季
潭
宗
渤
は
そ
れ
に
応

え

て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

日
明
の
国
交
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
派
遣
さ
れ
た
禅
僧
等
に
つ
い
て
は
、
明
に
お
け
る
仏
教
界
の
頂
点
に
た
つ
天
界
寺
住
持
季
潭
宗
渤

と
同
門
派
で
あ
る
事
が
考
慮
さ
れ
た
と
す
る
指
摘
も
あ
り
、
そ
れ
は
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
、禅
僧
た
ち
は
当
該
時
期
で
は
や
は
り
参
禅
を
目
的
と
し
た
行
動
を
と

っ
て
い
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

門
派

の
別
は
厭
わ
ず
、
広
く
日
本
か
ら
の
参
禅
の
僧
等
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
応
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
態
を
知
る
鍵
を
握
る

一
つ
が

「宗
嶽
等
七
十

一
人
」

一
行

の
存
在

で
あ
ろ
う
。
「宗
嶽
」
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の

一
行
に

つ
い
て
詳
細
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
洪
武
八
年

(
=
二
七
五
)
に
大
慧
派
の
季
潭
宗
渤
が
作
成
し
た
南
浦
紹
明
語
録
の
序
文

が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
彼
が
そ
の
語
録
を
実
際
に
読
ん
だ
上
で
作
成
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
「宗
嶽
」
等
が
南
浦
紹
明

の
法
孫

に
あ

た
る
大
応
派
僧
で
あ
り
、
季
潭
宗
渤
に
序
文
作
成
依
頼
を
し
に
入
明
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
大
応
派
が
中
国
禅
宗
の
松
源
派
に
連
な
る
門
派
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
胡
惟
庸
の
事
件
と
関
係
性
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
上
田
氏
は
胡
惟
庸
の
事
件
を
禅
宗
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
処
罰
さ
れ
た
禅
僧
等
の
門
派
は
松
源
派
、
破
庵
派
の
僧
で
あ

り
、

そ
の
理
由
に
は
、
そ
の
門
派
が
日
本
に
お
い
て
は
、
博
多

の
禅
寺
と
関
係
し
、
ま
た
九
州
の
南
朝
方
の
勢
力
と
も

関
係
性

の
あ
る
門

　け
　

派
で
あ

っ
た
こ
と
を
提
示
さ
れ
た
。

　
が
　

既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
大
応
派
は
九
州
博
多
や
太
宰
府

の
寺
院
を
拠
点
に
展
開
し
て
い
た
門
派
で
あ
る
。
そ
の
大
応
派
と
明

初
期
、
特
に
こ
の
事
件
以
前

の
禅
宗
界
、
禅
僧
と
の
接
点
を
考
慮
す
る
と
き
、
大
応
派
僧
の
中
に
も
多
く
の
入
元
、
入
明
し
た
僧
ら
が
い

た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、
洪
武
七
年
に

「宗
嶽
」
と
い
う
名
を
も

っ
た
大
応
派
僧
が

入
明

し
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

胡
惟
庸
の
事
件
の
以
後
で
は
、
明
で
は
大
慧
派
が
優
勢
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
か
ら
の
遣
明
使
、
国
書
の
起
草

な
ど
に
絶
海
中
津
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ゆ
　

ら
大
慧
派
と
接
近
す
る
夢
窓
派
僧
が
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
見
た
事
件
以
前
に
見
ら
れ
る
交
流
か
ら
は
、

が
入
明
し
、
日
明
双
方
の
禅
僧
達
に
よ

っ
て
、
自
由
で
活
発
な
文
化
交
流
が
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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中
の
動
静
に
つ
い
て
ー
」
(
『禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十

八
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
。
)、
榎
本
渉

コ

四
世
紀
後
半
、

日
本
に
渡
来
し
た
人
々
」
〈=
〉
道
元
文
信

(『東
ア
ジ
ア
海

域
と
日
中
交
流
-
九
～

一
四
世
紀
1
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
七
年
)。

『増
集
続
伝
燈
録
』
巻
五

(
『新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第
八
十

三
巻
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
八
年
)。

玉
村
竹
二

『五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
「無
我
省
吾
」。

無
我
の

一
度
目
の
入
元
に
関
し
て
、
菊
池
武
光
の
護
送
が
あ

り
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
南
朝
方
菊
池
氏
と
関
係
が
あ

っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(上
田
純

一
『足
利
義
満
と
禅
宗
』

第
五
章
)。

『延
宝
伝
燈
録
』
巻
第
二
十

一

(『大
日
本
仏
教
全
書
』)
、「無

(
40
)

(
41
)

(
42
)

(
43
)

(
坐
)

我
省
吾
関
係
頒
偶
」
(廣
渡
正
利
編
著

『石
城
遺
寳
』
)。

玉
村
竹
二

「日
本
禅
僧
の
渡
海
参
学
関
係
を
表
示
す
る
宗
派

図
」
(『日
本
禅
宗
史
論
集

下
之
二
』

思
文
閣
出
版
、

一
九

八

一
年
)◎

「
石
城
遺
寳
解
説
」
(『石
城
遺
寳
』
)
。
ま
た
、
季
潭
宗
渤
に

関
し
て
、
長
谷
部
幽
践
氏

「季
潭
宗
渤
傳
の
原
資
料
」
(『明

清
佛
教
教
團
史
研
究
』
同
明
舎
出
版
、

一
九
九
三
年
)、
佐

藤
秀
孝
氏

「入
明
僧
無
初
徳
始
の
活
動
と
そ
の
功
績
i
嵩
山

少
林
寺
に
現
存
す
る
扶
桑
沙
門
徳
始
書
筆
の
塔
銘
を
踏
ま
え

て
i
」
(『駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
第
五
十
五
号
、

一
九
九
七
年
三
月
)
、同
氏
「季
潭
宗
渤
と

『全
室
和
尚
語
録
』

1

『全
室
和
尚
語
録
』
の
紹
介
と
そ
の
翻
刻
1
」
(
『駒
澤
大

學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
第
五
十
六
号
、
一
九
九
八
年
三
月
)

の
研
究
が
あ
る
。

『太
祖
実
録
』
巻
九
〇

洪
武
七
年
六
月
乙
未
朔
条
、
同
年

月
乙
卯
条
。

村
井
章
介

「遣
明
使
の
メ
ン
バ
ー
」
(『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中

世
日
本
』
W

「日
明
交
渉
史
の
序
幕
-

幕
府
最
初
の
遣
使
に

い
た
る
ま
で
ー
」四
)、伊
藤
幸
司
「
日
明
交
流
と
肖
像
画
賛
」

(『寧
波
の
美
術
と
海
域
交
流
』
)
な
ど
。

田
中
健
夫

「中
世
に
お
け
る
明

・
朝
鮮

・
琉
球
と
の
関
係
」

(『対
外
関
係
と
文
化
交
流
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
)、

上
田
純

一
「義
満
の
遣
使
」
(『足
利
義
満
と
禅
宗
』
第

一
章
)。
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(45
)

　
47
)

　
46
)

 

(
48
)

(
49
)

伊
藤
幸
司

「
日
明
交
流
と
肖
像
画
賛
」
(『寧
波
の
美
術
と
海

域
交
流
』)
。

玉
村
竹
二

「禅
僧
禰
號
考
」
(『日
本
禅
宗
史
論
集

上
』
)
。

上
田
純

一

「胡
惟
庸

・
林
賢
の
謀
反
事
件
」
(『足
利
義
満
と

禅
宗
』
第

一
章
)
。

上
田
純

一

「筑
前
博
多

へ
の
禅
宗
の
流
入
と
展
開
」
(
『九
州

中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
文
献
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
)
、
伊
藤

幸
司

「臨
済
宗
大
応
派
の
動
向
と
室
町
幕
府
の
外
交
姿
勢
」

(『中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
第
三
章
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
)。

上
田
純

一
「絶
海
中
津
と
大
慧
派
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
(『足
利

義
満
と
禅
宗
』
第
四
章
)。

〔付
記
〕
本
稿
は
平
成
二
十
二
年

(二
〇

一
〇
年
)
十

一
月
二
十
七

日
、
花
園
大
学
に
て
行
わ
れ
た
第
八
十

一
回
禅
学
研
究
会

学
術
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
諸
先
生
方
に
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


